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《
研
究
ノ
ー
ト
》

低
抗
下
ウ
ィ
ー
ソ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ

1

上
　
野

卓

郎

　
本
稿
は
史
料
研
究
に
よ
る
先
行
研
究
批
判
の
試
み
で
あ
る
。
時
代
は
、

ヒ
ト
ラ
ー
の
政
権
樹
立
と
同
時
に
進
行
し
た
ド
ル
フ
ス
に
よ
る
オ
ー
ス
ト

リ
ァ
共
和
国
憲
法
の
反
励
的
利
用
と
躁
脳
、
民
主
主
義
破
壊
の
一
九
三
三

年
を
経
て
、
そ
れ
を
打
倒
す
べ
く
な
お
カ
を
蓄
え
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
武
装
蜂
起
に
決
起
し
た
一
九

三
四
年
二
月
二
一
日
の
蜂
起
敗
北
以
降
一
九
三
八
年
の
ド
イ
ツ
ヘ
の
併
合

ま
で
の
非
合
法
抵
抗
運
動
の
時
期
で
あ
る
。
低
抗
下
と
い
う
本
稿
の
表
現

は
以
上
の
時
代
を
示
す
。

　
一
九
二
〇
年
代
に
花
開
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
文
化
の
一
重
要
構

成
部
分
と
も
な
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
一
九
三
一
年
ウ
ィ
ー
ン
の
第
二

回
労
働
者
オ
リ
ン
ビ
ァ
ー
ド
で
頂
点
に
達
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
四
年

二
月
蜂
起
の
敗
北
に
よ
っ
て
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
は
解
体
さ
れ
、
低
抗

下
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
が
展
開
さ
れ
る
。
ま
ず
、
重
要
な
結
節
点
と
な
っ

た
一
九
三
四
年
二
月
蜂
起
の
あ
ら
ま
し
か
ら
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
工
業
都
市
リ
ン
ツ
の
上
都
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
社
会
民
主
党
事
務
所
へ
の
警

察
の
挑
発
的
な
捜
索
に
た
い
す
ろ
民
圭
圭
義
擁
護
の
た
め
の
リ
ン
ツ
で
の

闘
争
を
契
機
に
全
土
に
展
開
さ
れ
る
べ
き
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
し
か
し
な
が
ら

右
派
指
導
者
の
手
で
金
面
化
せ
ず
、
フ
ァ
シ
ス
ト
の
軍
事
カ
（
軍
隊
、
警

察
、
地
方
治
安
瞥
察
、
フ
ァ
シ
ス
ト
諸
連
盟
）
に
よ
っ
て
首
都
ウ
ィ
ー
ン

の
闘
争
拠
点
の
労
働
者
住
宅
、
集
会
所
に
砲
弾
が
ぶ
ち
込
ま
れ
、
労
働
者

側
の
軍
事
組
織
、
共
和
国
防
衛
同
盟
の
四
日
間
の
抵
抗
も
空
し
く
、
三
〇

〇
余
の
労
働
者
の
血
を
代
償
に
し
て
蜂
起
は
敗
北
に
終
っ
た
。
武
装
闘
争

の
主
戦
場
で
あ
っ
た
ウ
ィ
ー
ン
北
部
の
「
赤
い
ウ
ィ
ー
ン
」
の
労
働
者
文

化
の
象
徴
的
建
造
物
と
し
て
有
名
な
労
働
者
集
合
住
宅
カ
ー
ル
．
マ
ル
ク

ス
・
ホ
i
フ
を
訪
れ
る
と
、
余
り
人
目
に
つ
か
ぬ
一
角
に
二
九
三
四
年

二
月
、
こ
こ
で
自
由
、
民
主
主
義
、
共
和
国
の
た
め
に
闘
か
っ
た
防
衛
同

盟
員
を
記
念
し
て
L
と
い
う
言
葉
を
刻
ん
だ
レ
リ
ー
フ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
は
共
和
国
防
衛
同
盟
と
の

関
係
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い
。
防
衛
同
盟
（
一
九
二
三
年
創
立
）
と

A
S
K
O
（
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
・
身
体
文
化
同
盟
。
一
九
二
四
年
に
V
A

S
（
労
働
者
・
兵
士
ス
ポ
ー
ツ
団
体
連
合
。
一
九
一
九
年
創
立
）
と
そ
れ

と
は
独
立
し
て
い
た
労
働
者
体
育
家
同
盟
と
の
統
一
．
組
織
改
編
に
よ
り

創
立
）
と
の
関
係
は
、
防
衛
同
盟
議
長
ユ
リ
ウ
ス
．
ド
イ
チ
，
一
の
A
S
K

○
会
長
就
任
と
同
時
に
生
じ
た
防
衛
同
盟
の
A
S
K
O
へ
の
加
入
（
一
九

二
六
年
）
と
い
う
事
態
に
端
的
に
表
現
さ
れ
る
。
ヴ
ェ
ァ
ト
ゥ
ル
ネ
ン
、

ヴ
ェ
ア
ス
ポ
ー
ツ
と
い
う
軍
事
訓
練
的
色
彩
の
濃
い
身
体
運
動
が
奨
励
さ

れ
た
。
そ
れ
は
共
和
国
防
衛
の
具
体
的
な
活
動
と
理
解
さ
れ
て
い
た
。
ド
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イ
ツ
に
先
駆
け
て
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
の
ア
ー
リ
ァ
条
項
を
規
約
に
も
ち
、
ド

　
イ
ツ
民
族
主
義
の
立
場
か
ら
ヴ
ェ
ァ
ト
ゥ
ル
ネ
ン
を
推
進
し
て
い
た
「
ド

イ
ツ
体
育
家
同
盟
一
九
一
九
年
」
と
、
農
村
と
く
に
チ
回
ル
に
拠
点
を
も

ち
、
反
ロ
ー
マ
分
離
運
動
の
立
場
か
ら
ド
イ
ツ
民
族
派
と
は
一
線
を
引
き

　
つ
つ
同
様
に
ヴ
ェ
ア
ト
ウ
ル
ネ
ン
を
推
進
す
る
「
キ
リ
ス
ト
教
ド
イ
ッ
体

育
協
会
」
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
敵
対
者
で
あ
っ
た
。

　
一
九
三
一
年
ウ
イ
ー
．
ン
の
夏
は
政
治
的
に
も
ス
ポ
ー
ツ
の
上
で
も
労
働
者

の
カ
を
誇
示
す
る
盛
犬
な
労
働
者
オ
リ
ン
ビ
ァ
ー
ド
で
沸
き
立
っ
た
。
こ

の
と
き
二
五
万
人
の
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
五
四
％
が

「
赤
い
ウ
イ
ー
ン
」
．
に
い
た
。
一
九
三
四
年
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
敵
対
者

同
士
が
二
月
二
一
日
に
バ
リ
ケ
ー
ド
で
対
時
す
る
。

　
蜂
起
敗
北
後
の
非
合
法
抵
抗
勢
カ
の
統
一
へ
の
動
き
は
急
遠
で
あ
っ
た
。

バ
ゥ
ァ
ー
、
ド
イ
チ
ユ
ら
社
会
民
主
党
幹
部
は
チ
ェ
コ
に
亡
命
し
、
そ
こ

で
指
導
部
を
形
成
し
た
が
、
社
会
民
主
党
員
の
共
産
党
へ
の
大
量
加
入
も

あ
り
、
共
産
党
の
非
合
法
下
で
の
大
衆
政
党
化
が
進
み
、
ま
た
、
若
手
社

会
民
主
党
員
を
中
心
と
し
た
左
翼
社
会
主
義
者
グ
ル
ー
プ
「
革
命
的
社
会

主
義
者
」
の
結
成
に
よ
。
て
、
社
民
系
と
共
産
党
系
の
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
闘

争
の
統
一
組
織
形
成
へ
と
歩
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
低
抗
下
の
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
の
歩
み
と
関
連
が
な
か
っ
た
か
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
史
の
こ
れ
ま
で
唯
一
の
研
匁
割

の
著
者
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ク
ラ
マ
ー
は
、
抵
抗
下
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
に

つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
抵
抗
記
録
ア
ル
ヒ
ー
フ
（
以
下
D
O
W
）
に
保

管
さ
れ
る
抵
抗
運
動
史
料
に
基
い
た
記
述
を
彼
の
著
書
の
最
終
章
に
あ
て

た
。
と
こ
ろ
が
、
筆
者
の
D
O
W
史
料
調
査
の
縞
果
、
ク
ラ
マ
ー
が
利
用

し
て
い
な
い
重
要
史
料
が
見
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ク
ラ
マ
ー
に
欠
落
し

た
史
料
は
彼
の
記
述
の
再
検
討
を
迫
る
も
の
で
あ
り
、
抵
抗
下
ウ
ィ
ー
ン

の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
を
改
め
て
論
じ
る
必
然
性
が
あ
る
。
問
題
は
ク
ラ
マ

ー
の
視
野
で
あ
る
。
前
述
の
非
合
法
抵
抗
運
動
の
動
向
と
労
働
者
ス
ポ
ー

ツ
の
関
連
が
彼
の
視
野
か
ら
は
消
え
去
り
、
D
一
〇
W
所
在
の
関
連
史
料
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
抵
抗
下
ウ
イ
ー
ン
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況
を
伝
え
る
の
に
格
好
の

史
料
な
の
に
ク
ラ
マ
ー
が
無
視
し
た
ウ
イ
ー
ン
の
あ
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ

役
員
の
ベ
ル
リ
ン
の
友
人
あ
て
の
一
九
三
四
年
一
一
月
二
六
日
付
の
も
概

か
ら
み
よ
う
。
少
し
長
い
が
ほ
ぼ
全
文
を
引
用
す
る
。

　
「
僕
ら
の
と
こ
ろ
は
か
な
り
悲
し
む
べ
き
様
相
だ
。
混
乱
の
さ
な
か
に
、

こ
れ
ま
で
党
〔
社
会
民
主
党
〕
と
同
調
し
て
き
た
と
評
判
の
高
か
っ
た
全

て
の
ク
ラ
ブ
〔
＜
o
邑
自
－
以
下
同
じ
〕
が
解
体
さ
れ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
、
合
唱
ク
ラ
ブ
、
切
手
収
集
家
や
魚
釣
ク
ラ
ブ
ま
で
も
が
み
ん
な
片
付

け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
中
止
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
解
体
さ
れ
た
の
だ
。
資

産
が
差
し
押
え
ら
れ
た
。
も
つ
と
適
切
に
言
う
と
、
盗
ま
れ
た
。
労
働
組

合
の
状
況
も
ど
う
に
も
仕
方
が
な
い
。

　
新
し
い
労
働
組
合
同
盟
〔
フ
ァ
シ
ス
ト
の
〕
が
ス
ポ
ー
ツ
部
門
を
備
え
・

解
体
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
と
り
こ
も
う
と
や
っ
き
に
な
っ

て
い
る
け
れ
ど
も
、
ま
だ
試
み
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
重
競
技
者
〔
重
量

挙
げ
、
レ
ス
リ
ン
グ
、
ボ
ク
シ
ン
グ
な
ど
〕
や
フ
ツ
ト
ボ
ー
ラ
ー
は
分
捕

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
W
A
T
〔
ウ
ィ
ー
ン
労
働
者
体
育
協
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会
〕
と
A
S
V
〔
労
働
者
水
泳
協
会
〕
の
僕
た
ち
は
が
っ
し
り
と
し
た
も

の
だ
。
今
と
な
っ
て
、
〔
労
働
者
体
育
家
〕
同
盟
や
地
区
で
の
長
い
間
の

啓
蒙
活
動
が
無
駄
で
は
な
か
つ
た
こ
と
が
や
つ
と
わ
か
つ
た
。
僕
た
ち
体

操
家
と
水
泳
家
は
み
ん
な
完
全
に
営
業
あ
が
っ
た
り
だ
。
僕
た
ち
は
待
つ

て
い
る
。
僕
た
ち
の
所
有
、
僕
た
ち
の
自
由
、
ク
ラ
ブ
民
主
主
義
が
与
え

ら
れ
る
ま
で
ず
っ
と
待
つ
だ
ろ
う
。
政
治
的
民
主
主
義
な
ん
ぞ
僕
た
ち
は

も
う
信
じ
な
い
。

　
僕
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
が
つ
し
り
と
い
つ
ま
で
も
変
わ
ら
な
か

っ
た
。
今
も
牢
獄
に
大
勢
い
る
。
僕
た
ち
の
声
望
高
き
〔
W
A
T
の
〕
議

長
ヶ
ル
ナ
ー
将
軍
も
二
月
以
来
裁
判
も
な
く
苦
し
ん
で
い
る
。
著
名
な
人

た
ち
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
非
合
法
活
動
の
た
め
に
現
在
く
ら
い
こ
ん
で
い

る
の
は
、
ツ
ヴ
ェ
ル
。
ク
バ
ル
、
ガ
ス
ト
ゲ
ー
ブ
、
そ
の
他
多
く
の
人
だ
。

今
で
は
単
に
か
っ
て
党
に
属
し
て
い
た
こ
と
だ
け
で
有
罪
判
決
に
十
分
な

の
だ
。
こ
こ
ま
で
き
た
ん
だ
。
僕
も
禁
固
刑
を
経
験
し
た
。
だ
け
ど
、
そ

こ
ま
で
さ
。
ブ
タ
箱
か
ら
出
て
き
た
者
は
み
な
闘
士
だ
。
だ
か
ら
、
軍
勢

は
ま
す
ま
す
犬
き
く
な
っ
て
い
る
。
僕
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
勝
利
ま
で
闘

か
う
だ
ろ
う
。

　
労
働
組
合
同
盟
が
晩
夏
に
労
働
者
水
浴
場
を
A
S
▽
ぬ
き
で
開
場
し
た

と
こ
ろ
、
結
果
は
か
っ
て
の
入
揚
者
数
の
せ
い
ぜ
い
一
〇
％
が
来
た
と
の

こ
と
。
僕
た
ち
が
行
く
の
は
金
の
か
か
ら
な
い
と
こ
ろ
、
ロ
ー
バ
ウ
の
素

晴
し
い
ド
ナ
ウ
の
川
中
島
。
こ
こ
に
日
曜
と
い
う
日
曜
、
数
千
人
の
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
が
出
会
つ
た
し
、
s
A
J
〔
社
会
主
義
労
働
者
青
年
同

盟
〕
や
そ
の
他
の
組
織
も
こ
こ
を
落
ち
合
う
場
所
と
し
て
い
た
も
の
だ
。

僕
た
ち
は
警
察
か
ら
注
意
深
く
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
た
。
日
曜
日
毎
に
逮
捕

が
あ
っ
た
。
L

　
氏
名
、
年
齢
も
不
明
の
こ
の
手
紙
の
主
の
そ
の
後
の
運
命
も
当
然
た
が

ら
不
明
だ
が
、
一
九
三
四
年
二
月
か
ら
九
ケ
月
後
す
で
に
冬
に
入
る
頃
の

ウ
ィ
ー
ン
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
心
憎
が
響
く
。

　
　
　
　
3

　
ク
ラ
マ
ー
は
チ
ェ
コ
の
ブ
リ
ュ
ン
で
発
行
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
祉
会

民
主
党
機
関
紙
『
労
働
者
新
聞
』
の
一
九
三
四
年
四
－
十
二
月
の
七
つ
の

号
（
い
ず
れ
も
D
一
〇
W
所
蔵
）
か
ら
抵
抗
下
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
の
状
況

を
描
い
（
姑
が
、
『
労
働
者
新
聞
』
の
彼
の
参
照
も
一
九
三
四
年
で
終
。
て

い
る
。
だ
が
、
一
九
三
五
年
二
月
三
日
の
『
労
働
者
新
聞
』
に
次
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
〕

な
重
要
な
史
実
を
示
す
記
事
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
活
動

　
労
働
者
ス
ポ
ー
篶
朽
史
ラ
到
ル
巖
錨
イ
は
、
『
自
然
の
友
』
、
体
操
家
、
自
転
車
、

水
泳
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
鋤
カ
ス
ポ
ー
ツ
の
代
表
者
に
よ
る
桧
合
を
開
催

し
た
。
会
合
は
次
の
原
則
的
な
決
議
を
採
択
し
た
。
■
1
、
社
会
主
義
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
目
ナ
ル
ヘ
の
所
属
の
間
題
で
も
、
革
命
的

社
会
主
義
者
と
の
関
係
で
も
、
中
央
委
負
会
に
よ
つ
て
決
め
ら
れ
た
方
針

を
堅
く
守
る
こ
と
。
■
2
、
全
て
の
分
裂
者
グ
ル
ー
プ
の
排
除
に
よ
る
労

働
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
統
一
戦
線
の
確
立
。
■
3
、
あ
ら
ゆ
る
種
目
の

た
め
の
統
一
餉
な
指
導
。
■
4
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
ス
ポ
ー
ツ
ヘ
の
強
制
的
同

一
化
に
反
対
す
る
精
力
的
な
宣
伝
。
／
5
、
独
自
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
行

事
に
よ
る
最
も
高
度
な
能
動
性
。
／
6
、
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
と
会
報
の
発

誓
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い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
か
不
明
と
い

う
こ
と
で
こ
の
中
央
委
員
会
に
よ
る
会
合
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
社
民
系
の
こ
の
中
央
委
員
会
と
は
別
に
、
A
S
K
一
〇
の
革
命
的
後
継
者

と
し
て
形
成
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
中
央
委
員
会
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織

　
　
ツ
ェ
ソ
ト
ラ
ー
ル
］
・
、
ツ
ン
ヨ
ノ

再
建
中
央
委
員
会
が
発
行
し
た
新
聞
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
』
の
現
存
す

紅
”
㌣
㌶
㍗
縞
㍑
㍗
昌
箒
仁
〉
汽
ボ
㌧
一
一

の
組
織
に
関
す
る
次
の
史
料
が
ク
ラ
マ
ー
に
欠
落
し
て
い
る
。
一
九
三
四

年
十
二
月
八
日
の
「
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
楽
産
党
書
記
局
に
た
い
す
る
提
訴
に

関
し
て
の
公
安
中
央
執
行
委
員
会
、
国
家
警
察
ピ
ュ
ロ
ー
へ
の
ウ
ィ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
（
〒
）

連
邦
警
察
木
部
の
報
告
」
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
「
共
産
党
は
『
大
衆
組
織
に
お
け
る
活
動
と
当
面
の
任
務
』
に
お
い
て

最
重
要
な
任
務
と
し
て
、
再
建
の
た
め
の
闘
争
基
盤
た
る
既
存
の
合
法
的

犬
衆
組
織
を
利
用
に
よ
る
勤
労
住
民
の
可
能
な
か
ぎ
り
広
範
な
層
へ
の
接

近
と
、
解
体
さ
れ
た
大
衆
組
繊
の
非
合
法
的
継
続
を
提
起
し
て
い
る
。

そ
の
報
告
か
ら
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
組
織
の
会
員
か
ら
形
成
さ
れ
た
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
再
建
中

央
委
員
会
』
、
体
操
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
自
然
の
友
、
そ
の
他
の
メ
ン
バ

ー
へ
の
こ
の
組
織
の
非
合
法
的
継
続
の
た
め
の
基
礎
の
形
成
を
め
ざ
す
結

合
の
存
続
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
は
こ
う
言
わ
れ
て
い
る
。
二
一
の
ウ
ィ

ー
ン
の
地
域
の
う
ち
で
体
操
家
は
十
四
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
中
立
の
・
職

場
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
、
そ
の
会
員
の
緒
集
と
非
合
法
的
勧
誘

の
た
め
の
合
法
的
可
能
性
を
利
用
し
て
い
る
、
と
。
こ
の
関
連
で
特
に

『
ブ
ル
ジ
目
ア
リ
ベ
ラ
ル
な
ク
ラ
ブ
』
と
『
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
プ
』

と
の
協
定
に
注
意
す
る
よ
う
指
摘
し
た
い
。
こ
れ
は
今
や
、
『
新
ス
キ
ー

ク
ラ
ブ
』
の
名
称
を
も
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
冬
季
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
に
非
合

法
活
動
の
た
め
の
合
法
的
可
能
性
を
利
用
す
る
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

『
自
然
の
友
』
に
関
し
て
は
、
上
述
の
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
再
建
中

央
委
員
会
』
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ブ
『
山
の
友
』
〔
7
ア
シ
ス
ト
の
〕
へ
の

会
員
の
加
入
の
拒
否
が
組
織
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
報
告
で
は

こ
の
関
連
で
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
《
『
自
然
の
友
』
の
専
門
グ
ル

ー
プ
『
ア
ル
ビ
ニ
ス
ト
ギ
ル
デ
』
が
、
主
に
ゲ
マ
イ
ン
デ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

が
所
属
す
る
ブ
ル
ジ
冨
ア
ク
ラ
ブ
『
ア
ル
ペ
ン
プ
ン
ト
』
と
協
議
を
す
す

め
、
規
約
変
更
と
そ
の
他
の
有
利
な
条
件
を
基
礎
に
、
こ
の
ク
ラ
ブ
ヘ
の

彼
ら
の
合
体
を
果
た
し
た
。
こ
れ
で
、
『
自
然
の
友
』
の
他
の
会
員
も
『
ア

ル
ペ
ン
ブ
ン
ト
』
に
移
行
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
。
，
煎
、
レ
卸
、
ユ
肝
と
し

て
響
察
的
に
報
告
さ
れ
る
必
要
が
な
い
地
域
グ
ル
i
プ
も
つ
く
る
こ
と
が

で
き
る
（
ウ
ィ
ー
ン
で
も
地
方
で
も
）
。
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
、

自
然
の
友
の
も
と
で
の
活
動
の
た
め
の
十
分
に
含
法
的
な
可
能
性
を
も
つ

で
あ
ろ
う
。
》
最
後
に
、
こ
の
報
告
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
に
関
す
る
部
分
の

中
で
、
『
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
戦
纏
』
の
創
設
の
た
め
の
法
偉
〔
一
九
三
四

年
十
月
二
二
日
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ス
ポ
ー
ツ
・
体
育
戦
線
に
関
す
る
連
邦

法
第
二
六
二
条
〕
が
言
及
さ
れ
、
報
告
の
言
う
と
こ
ろ
で
は
、
愛
国
的
な

上
部
組
織
へ
の
体
育
．
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
統
合
と
、
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
の

軍
国
主
義
化
を
狙
う
こ
の
法
律
の
傾
向
に
反
対
す
る
闘
争
の
組
織
化
が
要

請
さ
れ
て
い
る
。
L

　
こ
の
警
察
史
料
に
引
用
さ
れ
た
共
産
党
文
書
は
現
存
し
て
い
な
い
。
し
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た
が
っ
て
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
非
合
法
活
動
の
合
法
的
可
能
性
追
求
の
た

め
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
諭
の
記
録
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
4

　
続
い
て
、
重
大
な
史
実
問
題
に
関
わ
る
史
料
、
二
つ
の
非
合
法
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
中
央
委
負
会
の
統
一
を
物
語
る
史
料
を
示
そ
う
。
ク
ラ
マ
ー
は

前
出
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
』
現
存
三
つ
の
号
か
ら
統
一
協
議
を
描
い
た
の

だ
が
、
最
後
の
十
一
月
号
の
合
同
討
議
の
中
断
を
伝
え
る
記
事
λ
搬
拠
に
、

「
一
九
三
六
年
か
ら
は
も
は
や
地
下
活
動
の
証
拠
は
見
出
さ
れ
な
い
」
と

断
じ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
六
年
八
月
の
日
付
の
『
細
胞
。
オ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
o
）

リ
ァ
革
命
的
社
会
主
義
者
の
細
胞
活
動
の
た
め
の
憎
報
』
の
中
の
「
闘
争

同
盟
」
と
い
う
項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
革
命
的
社
会
主
義
者
と
莱
産
党
の
協
カ
の
下
に
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
中

央
委
員
会
と
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
〔
組
織
〕
再
建
中
央
委
員
会
の
間
セ
締
緒

さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
闇
争
同
盟
。

　
オ
i
ス
ト
リ
ァ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
中
央
委
員
会
と
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ

再
建
中
央
委
員
会
は
、
次
の
合
意
を
結
ぷ
。
／
1
、
両
ス
ポ
ー
ツ
委
員
会

は
、
政
治
的
に
は
、
一
九
三
六
年
三
月
に
締
締
さ
れ
た
革
命
的
社
会
主
義

者
と
共
産
党
の
間
の
政
治
的
合
意
の
立
場
に
立
ち
、
そ
れ
に
し
た
が
っ
て

そ
の
態
度
を
決
め
る
。
■
2
、
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
者
と
自
由
な
労
働
者
ス

ポ
ー
ツ
の
支
持
者
の
領
域
で
共
同
で
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

両
委
員
会
の
代
表
は
定
例
の
会
合
で
、
そ
の
細
胞
へ
の
指
令
を
で
き
る
か

ぎ
り
統
一
的
に
起
草
す
る
た
め
に
そ
の
都
度
前
も
っ
て
協
議
す
る
こ
と
に

す
る
。
こ
の
協
議
は
申
央
で
の
み
す
す
め
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
委
員
会
の

一
人
の
代
表
に
よ
っ
て
派
遣
さ
れ
る
。
具
体
的
な
行
動
の
実
施
の
た
め
に

下
都
組
織
閲
の
指
導
が
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
で
、
こ
れ
ほ
中
央
統
一
委
員

会
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る
。
／
3
、
原
則
的
に
両
委
員
会
は
宣
言
す
る
。

／
㈲
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
内
部
で
は
い
か
な
る
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
も
存
在
し
な

い
。
／
ω
合
法
的
ス
ポ
ー
ツ
ク
ヲ
ブ
の
内
部
で
は
い
か
な
る
自
由
な
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
政
策
も
存
在
し
な
い
。
／
ω
そ
れ
故
、
わ
れ
わ
れ
の
闘
争
は

主
要
に
非
合
法
的
な
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
／
㈹
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
勤
労
者
と
の
結
ぴ
つ
き
は
、
細
胞
活
動
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
全
て
の
可
能
性
の
利
用
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
／
㈲
か

つ
て
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ

的
補
充
組
織
へ
の
会
員
の
一
般
的
補
給
は
し
な
い
。
例
外
は
両
中
央
ス
ポ

ー
ツ
委
員
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
■
㈹
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
た
い
す
る
集

中
的
な
闘
争
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
非
合
法
的
影
響
を
与
え
る
こ
と
。
■

　
呈
ソ
｝
ラ
ー
ル
ヨ
…
テ
イ
　
　
　
　
　
　
ニ
ソ
ト
ラ
ー
雪
、
、
；
；

㈲
印
央
委
員
会
は
S
A
S
I
と
、
中
央
委
員
会
は
R
S
I
と
緒
ぴ
つ
き

を
保
ち
、
両
者
は
両
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
冒
ナ
ル
の

間
の
良
好
な
関
係
の
確
立
と
保
持
を
支
持
す
る
。
■
4
、
当
面
す
る
共
同

課
題
と
し
て
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
■
ω
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
ス
ポ

ー
ツ
連
盟
に
お
け
る
選
挙
の
自
由
の
た
め
の
闘
争
。
■
②
ス
ポ
ー
ツ
役
員

の
任
命
の
廃
止
の
た
め
の
闘
争
。
／
㈹
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
連
盟

の
再
建
と
そ
の
資
産
の
損
害
回
復
の
た
め
の
閥
争
。
■
ω
外
国
の
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
祭
典
と
一
九
三
七
年
第
三
回
労
働
者
オ
リ
ン
ビ
ァ
ー
ド
の
派
遺

へ
の
準
備
。
■
㈹
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
両
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
政
党
の
政
治
的
閲

争
同
盟
の
基
礎
の
上
で
の
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る

組
織
的
統
一
の
確
立
へ
の
準
備
。
」

幽

’
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共
同
行
動
綱
領
的
性
楕
の
こ
の
史
料
に
は
、
た
し
か
に
組
織
統
一
に
は

至
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
統
一
戦
線
の
確
立
と
い

う
史
実
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ク
ラ
マ
ー
が
こ
れ
を
見
な
か
っ
た
た

め
に
、
一
九
三
七
年
の
ア
ン
ト
ワ
i
プ
第
三
回
労
働
者
才
リ
ン
ピ
ァ
ー
ド

ヘ
の
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
一
ツ
マ
ン
の
準
備
に
も
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
目
ナ
ル
と
の
関
係
に
も
；
自
も
な
く
、
統
一
に
関
す
る
史
実
を

不
明
確
に
し
た
の
で
あ
つ
た
。
な
お
、
革
命
的
社
会
主
義
者
に
関
す
る
公

安
史
料
か
ら
こ
の
史
実
を
裏
付
け
る
補
足
史
料
も
見
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、

「
一
九
三
六
年
十
月
に
関
す
る
公
安
中
央
執
行
委
員
会
の
状
況
乱
割
」
の

な
か
の
次
の
記
述
で
あ
る
。

　
「
B
、
革
命
的
社
会
圭
義
運
動
■
…
－
・
共
産
主
義
運
動
へ
の
同
志
の
犬

量
流
出
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
革
命
的
社
会

主
義
者
の
指
導
者
に
よ
っ
て
、
今
後
、
非
合
法
新
聞
に
お
い
て
急
進
的
な

言
葉
を
使
用
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。
同
じ
目
的
を
公
然
と
追
求
し
た

の
が
、
一
九
三
六
年
九
月
に
生
じ
た
共
産
党
と
の
よ
り
密
接
な
依
存
で
あ

り
、
例
え
ぱ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
連
盟
の
闘
争
同
盟
の
締

結
、
一
定
の
行
動
の
共
同
の
実
施
、
ピ
ラ
の
共
同
発
行
、
が
そ
う
で
あ

る
。
」

　
こ
の
文
書
に
は
次
の
記
述
も
合
ま
れ
て
い
る
。
「
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ

ぱ
、
か
つ
て
の
防
衛
同
盟
司
令
官
ユ
リ
ゥ
ス
・
ド
イ
テ
＾
も
チ
ェ
コ
ス
回

ヴ
ァ
キ
ア
を
す
で
に
去
っ
て
ス
ベ
イ
ン
に
赴
い
て
い
る
。
」
ド
イ
チ
ュ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
）

こ
の
と
き
も
S
A
S
I
会
長
で
あ
っ
た
。

5

　
ウ
ィ
ー
ン
で
の
一
九
三
六
年
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
反
対
運
動
に
つ

い
て
、
ク
ラ
マ
一
顯
一
つ
の
非
合
法
ピ
ラ
と
ウ
イ
ー
ン
衛
頭
に
貼
ら
れ
た

R
S
I
の
ポ
ス
タ
ー
を
史
料
と
し
て
紹
介
し
た
。
し
か
し
、
次
の
ビ
ラ
が

彼
の
挙
げ
る
非
合
法
ビ
ラ
と
の
異
同
が
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
、

一
九
三
六
年
七
月
三
日
の
日
付
の
ヒ
ト
ラ
ー
ド
イ
ツ
で
の
オ
リ
ン
ビ
ソ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岨
〕

に
反
対
す
る
革
命
的
社
会
主
義
者
の
非
合
法
ピ
ラ
で
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
プ
レ

イ
ル
に
よ
れ
ぱ
こ
の
七
月
三
日
に
チ
ェ
コ
ス
回
ヴ
ァ
キ
ア
か
ら
オ
ー
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
u
〕

リ
ァ
に
輸
送
さ
れ
た
と
い
う
。
見
出
し
は
「
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
！
」
の
大
文
字
で
あ
る
。

　
「
も
う
す
ぐ
第
十
一
回
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
競
技
会
が
ペ
ル
リ
ン
で
開
始
さ

れ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
史
上
初
め
て
オ
リ
ン
ビ
ヅ
ク
競
技
会
が
、
ス
ポ
ー
ツ
に

お
け
る
自
由
が
な
い
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
お
よ
そ
人
格
的
自
由
が
な
い
国
で

実
施
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
で
も
今
日
の
オ
リ
ン
ビ
ァ
i
ド
は
オ
リ
ン
ピ
ヅ

ク
精
神
の
根
本
思
想
に
最
も
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
ス
ポ
i
ツ
ク
ラ
ブ
の
彼
ら
の
連
盟
へ
の
き
わ
め
て
多

様
な
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
戦
線
の

長
官
は
、
政
府
に
よ
つ
て
援
護
さ
払
て
ヒ
ト
ラ
ー
オ
リ
ン
ビ
ア
ー
ド
ヘ
の

オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
参
加
を
命
じ
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
の
人
民
を
尊
重
し
愛
す
る
者
■
真
に
自
由
な
ド
イ
ツ
人
で
あ
る

者
■
自
由
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
た
る
者
／
班
気
の
民
族
主
義
に
反
対
す
る
者

■
軍
拡
競
争
と
戦
争
準
傭
に
反
対
す
る
者
／
真
の
人
民
支
配
を
支
持
す
る

者
■
文
化
進
歩
と
平
和
を
支
持
す
る
者
／
真
の
オ
リ
ン
ビ
ヅ
ク
精
神
と
諸
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国
民
の
和
解
を
支
持
す
る
者
／
そ
う
し
た
人
々
は
、
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
主
義

〔
原
文
O
ζ
昌
官
o
己
唖
昌
冨
〕
の
歴
史
に
お
い
て
永
遠
に
汚
辱
と
な
る
一
九

三
六
年
の
こ
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
競
技
会
に
参
加
す
る
な
、

そ
し
て
／
ベ
ル
リ
ン
ヘ
■
行
く
な
！
」

　
実
は
ク
ラ
マ
ー
が
挙
げ
た
ピ
ラ
の
ア
ル
ヒ
ー
フ
番
号
も
こ
の
史
料
の
番

号
と
同
じ
で
あ
る
。
彼
は
タ
イ
ト
ル
が
「
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
？
の
㍗
ポ
ー
ツ
マ

ン
ー
　
ベ
ル
リ
ン
ヘ
！
」
の
ビ
ラ
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
た
。
「
一
九
三

六
年
ウ
ィ
ー
ン
で
次
の
よ
う
な
ビ
ラ
が
回
覧
さ
れ
た
。
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の

内
政
状
櫨
に
言
及
し
（
『
大
行
進
が
催
さ
れ
る
が
、
最
大
の
行
進
は
政
治

的
囚
人
と
強
制
収
容
所
拘
留
者
の
そ
れ
で
あ
ろ
う
』
）
、
競
技
会
へ
の
オ
ー

ス
ト
リ
ァ
の
参
加
を
、
ド
イ
ツ
が
相
変
ら
ず
オ
ー
ス
ト
リ
ア
独
立
の
敵
で

あ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
イ
タ
リ
ァ
の
属
国
の
代
り
に
ド
イ
ツ
の
属
国
に
し

よ
う
と
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
し
て
笑
い
物
に
し
て
い
る
。

『
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
ス
ポ
ー
ツ
・
マ
ン
は
、
黄
任
者
の
二
の
態
度
に

気
づ
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
独
立
の
自
称

擁
護
者
が
人
民
大
衆
を
必
要
と
す
る
と
き
が
来
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
』
」

　
以
上
が
ク
ラ
マ
ー
に
よ
る
紹
介
で
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
筆
者
が
挙
げ

た
も
の
と
同
じ
ビ
ラ
と
は
恩
え
な
い
。
タ
イ
ト
ル
に
あ
る
「
ベ
ル
リ
ン

ヘ
1
」
と
い
う
の
も
不
可
解
で
あ
る
。
彼
が
な
ぜ
史
料
を
全
体
的
に
紹
介

し
な
か
っ
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
日
付
も
発
行
主
体
も
示
さ
た

か
う
た
の
か
、
仮
に
ピ
ラ
に
な
か
っ
た
と
し
て
も
疑
念
が
残
る
岐
料
利
用

の
問
題
箇
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
6

　
ク
ラ
マ
ー
が
抵
抗
下
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と
し
て
多
く
の
頁
を
さ
い
た
の

は
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
ト
キ
ー
の
地
下
活
動
の
記
述
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
彼
の

記
述
で
初
め
て
知
り
う
る
こ
と
で
繁
た
。
墓
、
い
く
つ
か
の
。
、
。
W

史
料
と
ク
ラ
ト
キ
ー
の
戦
後
回
想
文
（
一
九
六
七
年
死
去
）
、
1
、
キ
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
π
）

ー
ル
の
ウ
ィ
ー
ン
犬
学
博
士
論
文
に
基
づ
く
ク
ラ
マ
ー
の
記
述
に
欠
け
て

い
る
史
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
革
命
的
社
会
主
義
者
の
非
合
雌
M
）
ン
フ
レ

ソ
ト
『
法
廷
の
前
の
革
命
的
杜
会
主
義
者
』
（
一
九
三
六
年
四
月
）
の
中

の
一
項
で
あ
る
。

　
一
九
三
六
年
三
月
十
六
日
、
ウ
ィ
ー
ン
州
裁
判
所
第
一
法
廷
で
高
等
裁

判
所
判
事
オ
シ
オ
博
士
の
主
宰
下
に
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
者
裁
判
が
始

ま
っ
た
。
起
訴
さ
れ
た
の
は
、
二
十
八
人
の
革
命
的
社
会
主
義
者
と
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

の
共
産
主
義
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
一
人
に
ハ
ン
ス
．
ク
ラ
ト
キ
ー

三
十
六
歳
が
い
た
。
こ
の
パ
ツ
フ
レ
ヅ
ト
の
「
フ
ァ
シ
ス
ト
た
ち
は
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
を
ど
の
よ
う
に
破
壌
し
た
か
」
の
項
が
ク
ラ
ト
キ
ー
の
陳
述

記
録
で
あ
る
。

　
「
か
つ
て
の
A
S
K
一
〇
役
員
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
ト
キ
ー
が
尋
間
さ
れ
る
。

彼
は
断
固
と
し
て
効
果
的
に
自
己
を
弁
護
す
る
。
彼
は
、
チ
主
コ
労
働
者

ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
招
待
で
ブ
リ
ュ
ン
に
出
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
運
命
に
つ
い
て
報
告
す
る
の
が

目
的
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
の
社
会
主
義
者
に

も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
労
働
者
ス
ポ
i
ツ
運
動
を
再
建
す
る
努
力

に
つ
い
て
報
告
し
た
。
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
は
そ
の
さ
い
二
つ
の
基
本
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的
要
求
を
提
起
し
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
自
分
た
ち
の
自
治
と
、

ス
ポ
i
ツ
施
設
や
そ
の
他
の
資
産
の
返
還
、
で
あ
る
。
こ
の
資
産
は
自
分

た
ち
の
骨
の
折
れ
る
活
動
で
会
員
の
犠
牲
に
よ
っ
て
集
め
た
も
の
だ
か
ら

で
あ
る
。
い
く
人
か
の
官
公
庁
の
役
人
は
こ
の
二
つ
の
条
件
に
同
意
す
る

用
意
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
し
か
し
こ
の
合
意
は
一
人
の
大
臣
に
よ
っ
て

つ
ぷ
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
を
法
的
に
認
め
る
努
カ
は

失
敗
に
帰
し
た
の
で
あ
る
。

　
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
ト
キ
ー
は
述
ぺ
た
。
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
再
建
は
、

労
働
者
の
政
治
的
自
由
が
再
ぴ
確
立
さ
れ
る
と
き
に
初
め
て
可
能
と
な
る

と
い
う
こ
と
を
私
は
認
識
す
る
に
至
っ
た
。
一
九
三
四
年
二
月
以
前
に
存

在
し
た
二
五
万
人
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
う
ち
、
ほ
と
ん
ど
全
て
の

者
が
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
自
然
の
友
が
八

万
人
の
会
員
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
今
の
『
山
の
友
』
に
は
三
千
人
、

別
の
異
説
に
よ
れ
ぱ
五
千
人
以
上
の
会
員
も
所
属
し
て
い
な
い
の
だ
、

と
。
L

　
こ
の
非
合
法
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
オ
ヅ
ト
ー
ニ
フ
イ
ヒ
タ
ー
に
よ
っ
て
個

人
的
覚
え
書
を
も
と
に
起
草
さ
れ
、
オ
ス
カ
ー
・
ポ
ラ
ッ
ク
に
よ
っ
て
ブ

リ
ュ
ン
で
編
集
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
で
二
万
冊
普
及
さ
れ
た
と
い
う
。

な
お
、
ク
ラ
マ
ー
は
こ
の
史
料
の
後
半
、
「
ハ
ン
ス
・
ク
ラ
ト
キ
ー
は
述

ぺ
た
」
か
ら
「
排
除
さ
れ
て
い
る
」
ま
で
の
陳
述
記
録
に
該
当
す
る
内
容

を
一
九
｛
躰
年
の
ヘ
ル
ベ
ル
パ
山
〕
エ
ク
セ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
ウ
イ
ー
ン
地
域

誌
へ
の
寄
稿
か
ら
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
史
料
は
未
発
見
で
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
が
引
用
で
き
な
か
っ
た
箇
所
に
あ
る
二
月

蜂
起
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ァ
労
働
者
ス
ポ
i
ツ
運
動
の
二
つ
の
塞
本
的
要
求

に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
、
ク
ラ
マ
ー
に
よ
る
抵
抗
下
ウ
ィ
ー
ン
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ

の
研
究
に
欠
落
し
た
の
は
、
本
稿
で
紹
介
し
た
革
命
的
社
会
主
義
者
史
料
、

響
察
・
公
安
史
料
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
低
抗
下

ウ
ィ
ー
ン
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
は
社
民
系
と
共
産
党
系
の
統
一
を
基
礎
に

労
働
者
ス
ポ
i
ツ
統
一
戦
線
を
実
現
し
、
そ
の
記
録
は
ク
ラ
マ
ー
の
一
九

三
六
年
以
降
消
滅
説
と
異
な
り
一
九
三
六
年
ま
で
は
見
出
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
こ
こ
で
の
縞
論
と
し
た
い
。
抵
抗
下
の
ス
ポ
ー
ツ
運
励
の
歴
史
を

歴
史
の
霧
の
彼
方
に
お
い
て
お
か
な
い
こ
と
は
、
い
ま
だ
承
認
さ
れ
ざ
る

権
利
を
た
た
か
い
と
ろ
う
と
す
る
現
代
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
理
念
に
関
わ

る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
体
制
・
国
家
で
あ
れ
ス
ポ
ー
ツ
運
動
は

民
主
主
義
を
め
ざ
し
て
闘
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
（
1
）
　
内
o
旨
－
凹
『
｛
　
内
H
里
昌
旨
o
＝
　
＞
H
訂
－
庁
o
冨
勺
o
尋
　
旨
O
津
實
篶
山
o
戸

　
　
自
目
｝
g
昌
o
q
昌
『
Ω
窃
o
巨
o
旨
3
ま
『
＞
｝
o
ざ
o
鼻
巳
旨
ユ
自
o
g
胃
．

　
　
H
9
9
一
〕
尉
H
8
o
。
一
峯
一
竃
這
o
．
H
・
な
お
、
同
著
者
、
拙
訳
「
オ
ー
ス

　
　
ト
リ
ア
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
運
動
」
拙
編
訳
『
諭
集
H
国
際
労
働
者

　
　
ス
ポ
ー
ツ
』
（
民
衆
社
、
一
九
八
八
年
）
　
一
一
0
1
一
三
六
頁
（
原

　
　
文
は
一
九
八
五
年
）
も
参
照
。

　
（
2
）
申
匡
乱
篶
唖
オ
｛
昌
昌
＞
｝
o
ま
『
｛
o
ま
昌
写
6
註
冨
竃

　
　
田
胃
＝
自
實
司
『
害
■
ρ
o
o
σ
胃
o
－
o
■
晶
Φ
｛
鶉
＞
ま
o
岸
宰
毛
o
H
詠
昌
8
ブ

　
　
ま
昌
句
9
昌
彗
筍
宝
一
塞
’
ζ
．
6
室
．
〔
U
0
：
峯
S
S
〕

　
（
3
）
　
－
（
轟
ヨ
ヨ
9
一
葭
。
曽
．
O
二
ω
、
8
o
o
声
こ
の
七
つ
の
号
の
う
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
’
ソ

　
　
第
二
四
号
（
一
九
三
四
年
八
月
五
日
）
で
の
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
中
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ト
ヲ
ー
ル
ヨ
三
ア
イ

　
央
委
員
会
の
ア
ビ
ー
ル
は
、
前
掲
拙
編
書
の
訳
注
（
二
二
五
－
ニ
ニ

　
六
買
）
で
全
文
訳
出
し
た
。

（
4
）
　
＝
＞
ユ
〕
o
享
胃
－
N
色
巨
自
晒
l
O
轟
串
目
α
雪
α
黒
o
昌
9
o
；
8
ブ
o
自
ω
富
武
・

　
＝
津
昌
、
一
N
．
旨
j
2
H
．
少
ω
．
ド
6
鶉
．
〔
b
0
峯
望
σ
＝
o
亭
昆

　
さ
o
o
。
巴
－
一
九
三
四
年
ま
で
は
、
＝
＞
｝
o
ま
冨
o
津
冒
o
竈
。
．
で
あ
っ

　
た
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
別
の
新
聞
で
は
な
い
。

（
5
）
　
文
中
の
／
は
原
文
で
は
改
行
箇
所
の
意
竈
以
下
同
様
で
あ
る
。

（
6
）
　
前
掲
拙
編
曹
の
訳
注
で
「
こ
の
組
織
に
関
す
る
史
料
は
、
オ
ー

　
ス
ト
リ
ア
抵
抗
記
録
ア
ル
ヒ
ー
フ
に
保
管
さ
れ
る
わ
ず
か
な
パ
ン
フ

　
レ
ヅ
ト
と
同
組
織
編
集
の
『
労
働
者
ス
ポ
ー
ツ
』
の
三
号
分
し
か
残

　
う
て
い
な
い
」
（
ニ
ニ
六
頁
）
と
書
い
た
の
は
不
正
確
で
、
「
こ
の
組

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
織
に
関
す
る
同
組
織
自
身
の
史
料
は
」
と
改
め
る
ぺ
き
で
あ
る
。

（
7
）
　
｝
o
ユ
o
巨
o
雪
ω
目
目
o
鶉
由
o
－
－
塞
己
オ
o
奉
－
昌
巨
峯
－
昌
串
■
o
ざ

　
Ω
O
冒
量
5
オ
昆
ま
O
目
｛
冒
婁
O
α
葭
彗
葦
昌
0
9
0
5
『
－
－
9
片
一
9
墨
房
－

　
旧
o
旨
黒
ξ
g
鶉
｝
昌
墨
ξ
σ
o
け
冨
患
目
o
o
塞
曽
冨
g
昌
岸
o
自
o
竈
晶
望

　
夢
岨
ω
胃
o
急
蜆
ω
o
ζ
g
胃
河
一
蜆
o
鶉
肉
色
o
冨
－
葦
冒
o
q
o
g
床
弔
p

　
o
。
．
員
一
8
＋
〔
∪
0
＝
峯
2
蟹
〕

（
呂
）
　
内
『
固
昌
目
o
■
葭
一
葭
一
〇
j
ω
一
N
阜
N
一

（
9
）
＝
冒
o
N
o
豪
．
－
巨
昌
冒
四
ぎ
目
ま
『
婁
o
N
竺
昌
彗
訂
－
市
ま
・

　
夷
睾
o
巨
ユ
昌
等
g
ω
o
N
討
豪
8
目
o
岬
冨
冒
乱
g
ω
．
、
一
＞
品
轟
“
H
8
①
－

　
〔
U
0
＝
峯
里
巨
o
旨
県
♂
8
㌻
〕

（
1
0
）
　
■
晶
雪
9
ユ
o
巨
ま
H
O
o
冨
H
竺
昌
冨
犀
－
昌
旨
『
巳
o
ひ
夢
自
け
5
冨

　
望
o
げ
宰
－
旨
言
o
σ
胃
邑
o
自
旨
o
目
黒
O
キ
叶
o
σ
串
岩
さ
一
〔
U
O
ミ
9
o
o
企
σ
〕

（
1
1
）
＝
宥
げ
筆
苧
N
鼻
昌
伽
、
し
』
伽
－
一
2
■
貞
§
H
一
．
H
ε
ひ
C
O
峯

　
望
巨
σ
；
o
斥
♂
o
o
o
閏
〕
の
次
の
記
事
も
参
照
。
「
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
リ

　
ウ
ス
一
ド
イ
チ
ュ
■
同
志
ユ
リ
ウ
ス
一
ド
イ
チ
ュ
は
、
戦
争
期
の
砲

　
兵
隊
将
校
と
し
て
の
、
革
命
期
の
陵
箪
大
臣
と
し
て
の
、
そ
し
て
防

　
衛
同
盟
の
組
織
者
と
し
て
の
彼
の
経
験
を
ス
ペ
イ
ン
解
放
闘
争
に
役

　
立
て
る
た
め
に
、
ス
ペ
イ
ン
人
民
戦
線
政
府
の
指
示
に
従
っ
た
。
ス

　
ペ
イ
ン
政
府
は
ド
イ
チ
ュ
を
本
当
に
心
か
ら
ス
ペ
イ
ン
に
招
待
し
た

　
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
先
週
バ
レ
ン
シ
ア
に
到
潜
し
た
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ

　
ド
・
プ
レ
ス
の
報
道
で
は
、
ユ
リ
ゥ
ス
・
ド
ィ
チ
ュ
は
マ
ド
リ
ー
ド

　
戦
線
に
出
発
し
た
。
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
と
並
ん
で
多
く
の
オ
ー

　
ス
ト
リ
ア
防
衛
同
盟
員
も
ス
ペ
イ
ン
に
赴
い
た
。
彼
ら
は
マ
ド
リ
ー

　
ド
と
ア
ラ
ゴ
ン
の
戦
線
で
闘
か
う
『
国
際
旅
団
』
に
編
入
さ
れ
た
。
」

　
ド
イ
チ
ュ
は
自
伝
的
著
作
で
ス
ペ
イ
ン
記
を
残
し
た
。
＜
㎝
－
．
言
冒
冨

　
∪
昌
誌
〇
一
二
日
自
事
何
岸
鶉
考
o
o
冒
．
■
o
冨
冨
o
ユ
箏
屋
昌
轟
呂
一
N
藺
ユ
o
戸

　
■
色
雫
揖
オ
｛
昌
H
漂
9
ω
‘
N
｛
鵯
坤

（
1
2
）
　
R
S
I
の
ポ
ス
タ
ー
は
、
目
付
の
な
い
次
の
表
記
。
＞
目
p
＝
o

　
句
冨
自
目
α
o
o
鶉
ω
勺
o
H
藏
一
＞
目
＞
－
－
o
司
篶
自
目
o
o
旦
鶉
く
o
Φ
寿
o
ニ
ユ
o
－

　
o
o
昌
巴
　
H
嘗
『
目
畠
冒
硯
o
－
一
旨
胴
一
〇
－
｝
目
甘
嘗
o
①
■
　
b
一
w
『
－
自
　
H
o
ω
9
　
幸
里
蜆

　
一
＆
雪
暮
く
昌
皇
覇
彗
習
＝
1
〔
U
o
老
さ
旨
具
8
〕
二
三
穴
轟
ヨ
ー

　
冒
胃
一
芦
閏
一
C
二
ω
一
N
3
I
N
蟹
一

（
1
3
）
　
昌
o
o
q
巴
9
ヨ
轟
巨
芭
算
尉
・
肉
ω
口
目
晶
呂
ら
血
○
与
昌
旦
蜆
o
ぎ
目

　
音
邑
竃
ま
雲
忌
・
白
昌
“
㎜
〇
三
彗
o
（
山
．
N
．
宅
さ
）
〔
U
0
：
峯
里
－

　
一
旨
o
ま
芽
♂
N
0
。
（
o
．
o
）
R
S
は
革
命
的
社
会
主
義
者
の
略
号
。

（
1
4
）
　
－
o
蜆
o
｛
｝
ざ
｝
ポ
目
￥
、
o
巳
匡
o
目
咀
σ
自
o
－
一
．
〔
∪
O
幸
σ
o
o
o
o
〕

（
∬
）
　
ク
ラ
マ
ー
が
挙
げ
た
ピ
ラ
の
史
料
表
記
は
、
ω
勺
o
昌
胃
0
＝
黒
雪
－
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“
　
　
　
　
　
　
、
‘

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
邑
序
巴
冨
9
黒
昌
己
〔
］
）
o
峯
琴
．
♂
湧
げ
這
o
〕
ニ
ヨ
内
『
凹
冒
－

　
冒
員
ρ
．
雪
．
O
’
ω
．
塞
企
－
塞
餉
．
筆
者
は
こ
の
史
料
を
見
出
す
こ
と

　
　
が
で
き
な
か
っ
た

（
1
6
）
雪
彗
蜆
穴
轟
津
『
卑
－
昌
鶉
冒
。
司
彗
二
三
峯
－
昌
胃
ξ
σ
耐
ま
・
，

　
　
ブ
昌
冒
o
著
o
尋
く
實
Φ
巨
5
岩
1
H
温
ジ
幸
一
彗
o
’
－
1
忌
冨
一

　
　
峯
9
冨
宅
－
三
眈
g
雪
目
註
眈
勺
o
ユ
電
景
ぎ
宇
雷
U
算
ε
．
H
｝
勺
畠
．

　
　
○
ユ
o
け
　
〔
］
〕
（
）
4
く
’
■
o
ω
岸
N
　
｝
ω
『
σ
①
『
け
句
冒
価
目
げ
価
H
σ
q
o
『
〕

（
1
7
）
－
篶
・
肉
育
竺
二
〕
雪
ω
富
巨
｛
蜆
庁
竃
雫
o
畠
団
H
8
9
峯
一
竃
．

　
　
｝
巨
－
U
尿
叩
・
岩
α
o
o
・
ク
ラ
マ
ー
は
こ
の
論
文
を
ρ
－
・
と
し
て
い
る

　
　
が
、
D
◎
W
の
文
献
目
録
で
は
一
九
六
八
年
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
㎎
）
　
　
H
＝
o
o
目
芭
－
o
　
射
ω
．
H
｝
H
o
眈
o
｝
饒
『
o
　
＝
射
①
く
o
－
自
け
－
o
－
一
酔
『
o
　
　
ω
o
舳
｝
臼
－
｝
咀
庁
o
■

　
　
く
、
『
Ω
o
ユ
o
チ
↑
、
1
＞
勺
ユ
一
H
鵯
山
α
．
〔
U
0
－
～
く
■
－
σ
ヨ
o
片
才
①
斤
企
o
N
o
〇
一
u
、
伽
N
〕

（
1
9
）
匡
o
｝
算
向
曽
ま
胃
o
目
o
コ
｝
纈
目
餉
内
昌
一
耳
冒
o
o
亀
ω
9
亨

　
　
－
華
雪
雫
富
g
H
ε
ひ
二
三
ω
巨
昌
o
旨
。
目
曽
昌
貝
琴
1
N
伽
－
字
壷
冒

　
　
6
ぎ
・
ク
ラ
マ
ー
は
言
及
し
て
い
な
い
が
、
エ
ク
セ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は

　
　
次
の
抵
抗
記
録
文
献
目
録
の
編
者
で
あ
る
。
ま
冨
一
〇
黒
o
目
9
争

　
　
H
O
ω
壮
－
一
〇
阜
ω
　
－
目
　
ω
O
｝
O
口
目
血
－
　
q
O
『
　
匡
－
唖
片
O
『
－
O
O
目
『
芭
勺
チ
ー
O
－
　
考
－
O
昌
　
H
O
N
ω
．

（
2
0
）
胃
串
昌
昌
o
’
酉
；
1
O
．
一
ω
．
ぎ
o
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橋
大
学
助
教
授
）
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